
家庭でのインターネット利用については、いずれの都市規模についても2003年以降横ばいとなっており、大きな格差は
見られない。光ファイバー網の整備については、都市規模による格差が小さくなってきている。

モニタリング項目：多自然居住地域形成の動向

指標：インターネット利用、光ファイバー網整備の都市規模別状況

視点：多自然居住地域の居住等に関する状況はどうなっているか。

（出典）総務省調査に基づき国土交通省国土計画局作成
（注）主要エリア（ビジネスエリア）は、加入者の５０％以上が事業所であるエリア

家庭内におけるインターネット利用の有無 光ファイバー網整備状況
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